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の 車の下取りと消費税

Q :当社では、300万円の新車を購入す
る際、それまで使用していた乗用車を30万

円で下取りに出し、差引金額の270万円を

支払いました。

この場合、新車に係る消費税の課税仕入れ

となる金額は、270万円でよろしいでしよ

うか。

A ●
● 新車の課税仕入れの金額は300万円

となります。

【解説】

消費税は、国内において事業者が事業とし

て対価を得て行う資産の譲渡、資産の貸付け

及び役務の提供に課税されますので、商品の

販売や運送、広告など、対価を得て行う取引

のほとんどは課税の対象となります。

消費税の納付税額は、課税期間中の課税資

産の譲渡等に係る課税標準である金額の合計

額に対する消費税額から、その課税期間中の

課税仕入れ等に係る消費税額を控除して計算

します。

ところで、 一連の取引において、課税資産

の譲渡等の対価の額と課税仕入れに係る支払

対価の額とがある場合には、各々別個にその

合計額を求める必要があり、課税仕入れに係

る対価の額から課税資産の譲渡等の対価の額

を直接控除して課税仕入れの額を計算するこ

とはできません。

ご質問の場合も、下取価額を控除する前の

300万円が課税仕入れとなり、下取価額で

ある30万円は課税資産の譲渡等の対価とな

ります。
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